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Ammoiation of Peat II 
Hisatsugu Sato and Mitsuo Sasaki 
Abstract 
Most of th日出p巴rimentaIdata reporte:i in th巴 prεsentpaper wer巴 obtain巴d
by preliminary trial of production of ammoniated peat in a kilogramm scale. 
The researches were carr・iedout on the basis of dataiIs given in the previous 
paper. In gen色ral，th巴 triaIproceeded favourably and produceヨmaterialswith 
nitrogen content of which ratio was about 10% evenly. Records of nitric acid 































第 2 表硝燃の損失量・(原フミ γ酸最27%)
実験'i!t号 E菱化温受(コC)酸化時間(hr)HN03の濃度 (%)HNOsf~埼 (9íの1---= : ~開係)
6 0 6 言.00 9.0 64.5 
2 6 0 4 日.00 8.8 う7.0
3 6 0 2 5.00 5.3 53.2 
4 40 6 4.94 8.7 60.0 
5 8 0 6 4.94 67.0 69.4 
6 6 0 6 2.98 12.4 43.1 
7 6 0 6 6.92 34.8 76.6 






















































第 3 表 ァνモエア化に於けるアンモニアの消費量
実 験 I袋入量泥炭 フミシ酸 流量
量
番号 (kc;) (kg) Cllbr) 
I 4.8 2.22 270 
H 5.3 2.45 270 
目 5.3 2.68 360 
IV 5.O 2.52 360 
V 6.6 3.10 440 
1司 6.4 3.10 440 
Vl! 6.4 3.23 440 
E 10.0 5.0ラ 440 
X 10.0 2. 70 440 
E 6.0 2.10 440 
盟 5.1 2.65 500 



















アγモニモニア量 ア量(只) モニア最iモニア量(hr) I (g) (g) (g) 
一一一一
4 818 210 608 218 26.3 
7.5 1487 718 769 450 29.3 
7 1910 1148 762 600 31. 4 
7 1910 1284 626 425 22.2 
2.5 83う 4ラ4 381 360 43.4 
3.5 1179 nう 4ラ4 453 37.9 
7 2339 1394 945 732 31. 3 
10 3340 2257 1083 98" 29.5 
5.5 1837 852 985 329 17.9 
7 2339 1459 880 490 20. 9 
4 1520 851 669 535 35.2 
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実験番号 装ス泥炭量 流量 (l/hr)反応時間(hr)反応温度(OC)全窒素量(%)(kg) 
4.8 270 4 140 6〆93
E 5.3 270 7.う 160 9.2 
sI 5.3 360 7 165 11. 23 
IV 日.3 360 7 14ラ 9.2 
V 6.6 440 2.日 160 7.02 
Vl 10.0 440 3 155 7.4 
v! 6.4 440 3.5 162 8.13 
Vl!I 10.0 440 4 160 8.69 
E 4X 6.4 440 7 160 11.62 
I 10.0 440 5.ち 160 4.7 
盟 5.1 500 4 !日O 9.4ラ





反応温度(流 速実験 処理1泥炭量 反応時間 試料採取 全窒素量
番号 (kg) (hr) (OC) (l/hr) 部分 (%) 
全 般 9.45 
上 音E 8.65 
1 6.ち 4 150 言。
中心部 9.67 
下 部 8.5 
全 般 12.08 
上 吉日 9.98 
2 6.5 7 175 500 
中心部 12.52 
下 ぎ日 8.52 
(65 ) 
65$ 佐藤久次・佐々木満雄
結語
泥炭のアンモzア化において，基礎研究では求め難いデータを得る目的で，ブ(i[3酸化 J~，及
び静置式竪型円向形アンモニア化装置によって試験を行った。それによって硝酸消費量，及び
アンモニア吸収率の最適条件を知ることができた。向，アンモ=ア吸収率が，ある一定量に達
したとき吸収率と時間の曲線に屈曲の表たれることを発見した。叉温度が著しく，アンモエア
化反応に影響を与えることを知った。即ち温度分布を一様ならしめるためには，回転式又は捜
すf-:式装置が必要で、あり，且つアンモエアを予熱する必要があることも知ることができた。
終りに本研究に当り東洋高庄工業株式会社北海道工業所三原重俊次長，横川英夫技術部長，
寺崎義男前検査課長，並に紀俊道氏等に絶大な御援助を受けた事を厚く感謝するものである。
叉実験に当り八幡寿雄君の助力を得た。
向本研究はその研究費の一部を文部省科学試験研究費に仰いで、遊行されたものであることを
聞記して謝意を表する次第である。
(昭和27年4月 日本化学会第5年会講演〉
(昭和29年6月15日受付)
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